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化
学
反
応
で
電
気
を
創
る

リ
サ
イ
ク
ル・
中
間
処
理
プ
ラ
ン
ト
へ
の
挑
戦

廃棄物は「都市エネルギー」

ピジョンポスト #22ミヤマから「信州のキラメキ」をお届けします

　

3
6
4
Gギ
ガ
ジ
ュ
ー
ルJ
／
月
。ミ
ヤ
マ
燕
工
場
の

化
学
処
理
で
発
生
す
る
こ
の
熱
を
電
気
に

換
え
る
こ
と
で
廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
価
値
を
付
加
で

き
な
い
か
。「
未
来
を
創
る
環
境
技
術
」を

テ
ー
マ
に
研
究
開
発
を
続
け
て
き
た
ミ
ヤ

マ
が
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
」資
源
化
か

ら
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
」資
源
化
へ
の
転

換
を
目
指
し
実
現
し
た
技
術
が「
イ
オ
ニ
ッ

ク
パ
ワ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」で
す
。

　

ス
タ
ー
ト
は
今
か
ら
３
年
前
の

２
０
１
１
年
７
月
。
全
工
場
で
取
り
組
む

「
熱
回
収
」の
研
究
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
に
任
命
さ
れ
た

内
村
係
長
は
当
初
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
技
術
と
は
逆
の「
反
応
熱
を
上
げ

る
」ア
イ
デ
ア
に
驚
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

反
応
熱
利
用
の
課
題
で
あ
る「
低
温
ゆ

え
に
利
用
が
困
難
」な
こ
と
に
つ
い
て
は
、

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
を
採
用
す
る
こ
と
で
解

消
。1
0
0
度
以
下
の
熱
源
か
ら
も
効
率

的
な
発
電
を
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
装

置
の
導
入
で
は
解
決
し
な
い
大
き
な
課
題
、

「
発
電
機
に
温
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
の

反
応
熱
の
制
御
」に
は
多
く
の
労
力
と
時

間
を
費
や
し
ま
し
た
。
組
成
も
濃
度
も
バ

ラ
バ
ラ
な
廃
液
か
ら
70
～
90
度
の
温
水
製

造
に
最
適
な
発
熱
温
度
と
時
間
と
な
る
よ

う
化
学
反
応
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
詳
細
図
面
が
決
定
し
、

着
工
に
至
る
ま
で
に
は
1
年
半
以
上
の
歳

月
を
要
し
ま
し
た
。

　

課
題
解
決
の
糸
口
は
、ミ
ヤ
マ
が
培
っ
て

き
た
多
方
面
で
の
環
境
技
術
で
し
た
。
プ

ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
装
置

事
業
部
門
や
環
境
機
器
を
開
発
す
る
商
品

事
業
部
門
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
を
手
が
け

る
シ
ス
テ
ム
部
門
な
ど
、自
社
の
複
数
の
部

署
が
研
究
に
携
わ
る
こ
と
で
、
化
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
、メ
カ
ニ
カ
ル
面
か
ら

も
安
全
と
効
率
を
追
求
で
き
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
専
門
分
野

の
異
な
る
各
部
門
の
連
係
が
、こ
れ
ま
で
に

無
い
技
術
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

3
年
の
歳
月
を
掛
け
て
完
成
し
た
イ
オ

ニ
ッ
ク
パ
ワ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す

が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
既
に
そ
の

未さ

来き

を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　
「
装
置
の
完
成
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー

ト
で
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
資
源
化
率
向

上
に
む
け
、 

発
電
量
の
増
加
、消
費
電
力
の

抑
制
、精
製
す
る
資
源
の
拡
大
な
ど
、ま
だ

多
く
の
テ
ー
マ
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
発

電
を
行
う
こ
と
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
、こ

れ
ま
で
コ
ス
ト
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
見
送
っ

て
い
た
物
質
も
資
源
化
の
対
象
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」（
内
村
係
長
）

　
「
熱
を
か
け
た
化
学
処
理
が
可
能
に
な
る

こ
と
で
、
処
理
困
難
物
に
対
し
熱
分
解
の

要
素
を
加
味
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た

り
、
製
造
過
程
で
発
熱
を
伴
う
薬
剤
を
自

社
生
産
す
る
な
ど
、
新
し
い
発
想
で
技
術

開
発
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、今
ま
で
に
な
い
技
術
を
確
立

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」（
松
本
工
場
長
）

　
「
ミ
ヤ
マ
の
工
場
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
工

場
へ
と
転
換
す
る
の
が
目
標
で
す
。ま
だ
多

く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
が
、必
ず
実
現

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」（
沖
技
術
部
長
）

「環境への影響を減らす」から「環
境に良いものを生み出す」への転
換が技術開発のテーマと語る沖
技術部長。

右は燕工場の松本工場長。左は開発
を担当した環境整備事業部技術部の
内村係長。
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Q.1

Q.3Q.2
環境にとってのメリットは？
イオニックパワージェネレーションは、リサイクル・中間
処理と同時にエネルギーを廃棄物から取り出して発電
し、マテリアルとエネルギーの２つを資源化します。こ
の技術により年間460万ｔ（※）に及ぶ廃酸・廃アルカリ
が発電に利用可能な「都市エネルギー」として生まれ変
わります。「減らす」から「生み出す」新しいコンセプト
のリサイクルで、環境負荷の少ない廃棄物処理を実現
します。
※平成23年度、産業廃棄物の排出および処理状況等（環境省報道発表
資料）

本当です。これは溶解熱といい、化学反応で発生する反
応熱のひとつです。身近なものでは塩も水に溶けるとき
わずかに発熱します。イオニックパワージェネレーション
では、中和の際に発生する中和熱や酸化・還元などさま
ざまな熱を発生する反応を複合的に制御して、発電に利
用しています。

イオニックパワージェネレーションって、
どんな環境技術ですか？

物質が水に溶けるときの熱も
利用しているって本当？

イオニックパワージェネレーションは「イオンの力で発電す
る」という意味の造語で、廃棄物を資源化・無害化する化学処
理の工程で発生する反応熱を利用して発電を行う技術です。
化学反応をコントロールすることで液の組成や濃度が一定で
ない廃液からも、安全かつ効率的な発電を実現しています。

燕工場アクセスマップ

水酸化ナトリウム

Na+

（-240.1）

NaOH
(-425.6)

44.5 kJ/mol

NaOH(aq)
(-470.1)

イオニックパワー

（-230.0）
OH-

※（）内の数値は標準エンタルピー。
単位はkJ/mol

これまでの処置

IONIC POWER GENERATION

廃棄物

エネルギー

資源化

2 つの資源化

エネルギー

マテリアル

廃棄物 マテリアル

操作パネル

稼働状況、発電量のモニタリング

反応槽の上部熱交換器

冷却水

温水

反応液

硝酸系廃液
処理完了液

反応槽

熱交換器2

熱交換器1

アルカリ薬剤

保管タンク

バイナリー発電機※

クーリング
タワー

受槽

発電

資源製造

廃棄物

反応槽では液温やpH、圧
力等の情報をリアルタイ
ムに監視しながら、発熱
温度と反応時間を最適な
状態で維持するよう薬剤
を添加します。

工場へと搬入された廃液は最
適な化学処理のため、成分や
濃度調整等を行います。

調整後の液は反応槽
へと移送されます。

反応が終了し、発電可能温度を下回った液は熱交換器
２へと送られ、余熱を回収して処理が完了します。

化学反応によって液温が
上昇し、一定温度を超え
たところで熱交換器１へ
の循環を行い、70～90
℃の温水を作ります。

バイナリー発電機を使
い、沸点の低い媒体を温
水で加温し、蒸発させる
ことで発電を行います。

※温水（加熱源系統）を利用し、より沸
点の低い媒体を蒸発させて発電を行う方
式の発電機です。加熱源系統と媒体系統
の熱サイクルを利用することから、「2つ
の」を意味するBinary-Cycleと呼ばれて
います。
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長野市が主催する「ながの花と緑大賞 2014」
緑化活動の部で、社員が花の植え付けや日々
の手入れを行っている「ミヤマオーチャードガー
デン」が大賞を受賞※しました。このガーデンは
業務時間中に開放しており、四季折々の花々
が楽しめる空間として地域のみなさまにご好評
をいただいています。本社にお越しの際には、
ぜひお立ち寄りください。
※長野市からの発表は、広報ながの10月1日号、長野市ホー
ムページで行われます。

「ミヤマオーチャードガーデン」が
ながの花と緑大賞2014で大賞に選ばれました。
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